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　当社の自営電力は、信濃川水系に千手、小千谷、小千谷
第二の3カ所の水力発電所と、川崎に火力発電所を有してお
り、発電容量は1,104,000kWです。これらの発電所で発生し
た電気は1,286.4kmの送電線路と18カ所の給電用変電所・開
閉所を経て、首都圏の運転用変電所等へ供給しています。
　当社の2011年度総使用電力量は約57.8億kWhで、このう
ち自営電力として約33.5億kWh(58％)を供給しました。水
力発電は、発電時に二酸化炭素（CO2）を排出しないクリー
ンなエネルギーです。

　また、川崎火力発電所では設備更新の際に、効率の良い
「複合サイクル発電設備」を導入したり､燃料を石油から天
然ガスに変更するなど､CO2排出量の削減に取り組んでおり
ます。

　新幹線の架線を構成しているトロ
リ線、ちょう架線、がいし、架線金具
の調整、支持物取替等の修繕を行
う際に用います。
　機能として｢架線支持ブーム｣｢エ
レベーター機能を持ち回転する広い
作業台｣｢クレーン｣により作業性の
向上をはかった改良型です。

●マルチメンテナンスワゴン(新幹線)

マルチメンテナンスワゴン

　新幹線と在来線の2種類
があり、高所設備の点検、検
査に用います。多関節をもっ
たブームとバケット内の操作
パネルで電線や支持物を自
在によけながら高所(15m)
にある設備まで近づくこと
ができます。

●バケットワゴン(新幹線・在来線)

バケットワゴン(新幹線)

保守用機械

　在来線架線設備のメンテナンスのために開発された軌道・陸
路の兼用車です。踏切等から線路に入り、車体を昇降回転し、
載線レール上を鉄輪走行します。
　また、上下に昇降できるデッキをもっており、梯子作業に比べ
安全性の向上がはかれます。
　架線作業車には広範囲作業車、バケット作業車等の種類が
あります。

●軌陸型架線作業車(在来線)

バケット作業車広範囲作業車

信号通信
信号設備

信号保安設備の現状
(2012年3月31日現在)

(2012年3月31日現在)

信号機
約13，500基

転てつ機
約10，500台

踏切
第１種：6，360カ所　第3種：210カ所

CTC化線区　在来線：5，843.2km

連動装置：985組

多重化障害物検知装置ＬＥＤ信号機

レール直結装置

多重化装着ボンド

注):営業キロで表記しています。

自営電力

線区 区間 キロ数(km)

CTC化
線区

新幹線 東北、上越、長野 1,134.7
在来線 吾妻線ほか58線区 5,456.0
電子閉そく 五能線ほか3線区 387.2
計 ─ 6,977.9

線区 区間 キロ数(km)
ATS線区 吾妻線ほか64線区 6,204.1

ATC化
線区

新幹線 東北、上越、長野 1,134.7
在来線 山手線ほか7線区 173.8
計 ─ 1,308.5

2011年度使用電力 億kWh %
火 力 21.7 37.6
水 力 11.8 20.4
自 営 電 力 計 33.5 58.0
購 入 電 力 24.3 42.0
合 計 57.8 100.0

線区 区間 キロ数(km)

PRC化
線区

新幹線 東北、上越、長野 1,134.7
在来線 吾妻線ほか55線区 5,144.6
計 ─ 6,279.3
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運転方式別営業キロ 
(単位:km)(2012年3月31日現在)

八戸

本八戸

川部

茂市

青
森

新中小国（信）

久
慈

好摩

大館

盛岡

花巻

北上

左沢

今泉
米沢

小国

福島

郡山

小出 只
見

越後川口
南小谷

松本

小淵沢

長野
豊野

塩尻 小諸

岡谷

大前
土樽

高崎
北藤岡
神保原

川
越

高
麗
川

群馬藤岡
奥多摩

甲府

八王子
橋本

渋川

横川

上菅谷

新前橋

前谷地

新庄

羽前千歳

一ノ関

岩泉

宮
古

東能代

男鹿

盛

追分

釜石

気仙沼

女川

大曲

横手

秋田

大湊

野辺地

新
潟弥

彦
柏
崎

直
江
津

吉田

いわき宇都宮

大金
烏山

成
東大

網

香
取

友
部水
戸

成
田

松
岸
銚
子

酒々井
千葉

鹿島サッカー
　　スタジアム

常陸太田

岩
沼

東
塩
釜

宮
城
野

長町

利
府

東
仙
台

仙
台

会
津
若
松

会
津
坂
下

喜多方

安
積
永
盛

日
光 宝

積
寺

熱
海

東
三
条

宮
内

越
後
石
山

上
沼
垂（
信
）

新
潟（
貨
）

茅
ケ
崎

大
船

上
総
亀
山

横浜

大
船

横浜

東神奈川

木
更
津

蘇我

久
里
浜

伊東

来
宮

我
孫
子

小牛田

石
巻

岩切あおば通
新
津

新
松
戸

水郷

拝島

武蔵五日市

立川

小
山

坂町

新発田

余目

大宮

南浦和

赤羽

田端
上野
日暮里

綾瀬

取手

御茶ノ水
秋葉原

錦糸町
東京品川

新宿

池袋

寒河江
北山形

三

八戸（貨）

西船橋

西
若
松

運転方式一覧図

凡　例 (2012年3月31日現在)

□●  JR支社(CTCセンター設置)
● CTCセンター所在駅
△ 信号場、操車場
 ※新幹線はCTC(ATC方式)

(2012年3月31日現在)

　安全・正確な列車運行を維持し、また経営情報を的確に
把握するため、鉄道電話、指令FAX、IPネットワークなどの自
営通信網を整備しています。これらは、光ファイバケーブルなど
の伝送路、電話交換機あるいは通信搬送装置などで構成さ
れています。

主要通信設備概数

通信ネットワーク

ATC方式
閉そく方式

合計
自動 特殊自動 連査 タブレット スタフ

在来線 173.8 4,234.5 1,754.1 102.1 67.3 46.1 6,377.9
新幹線 1,134.7 ─ ─ ─ ─ ─ 1,134.7
合計 1,308.5 4,234.5 1,754.1 102.1 67.3 46.1 7,512.6

設備名称 数量

通信ケーブル 21,454km

光ファイバケーブル 7,226.7km

電話交換機 274組

運転方式 CTC区間 非CTC区間

ATC方式

閉
そ
く
方
式

自
動
閉
そ
く
方
式

自動閉そく方式
自動閉そく(特殊)
特殊自動閉そく式
(軌道回路検知式)

特殊自動閉そく式
(電子符合照査式)

非
自
動
閉
そ
く
方
式

連査閉そく式
タブレット閉そく式
スタフ閉そく式

光通信ネットワーク（新幹線）

光通信ネットワーク（在来線）

【凡　例】

大湊

野辺地
青森中小国

鯵ヶ沢

弘前 八戸
大館

荒屋新町
久慈

いわて沼宮内
好摩

大曲
秋田 宮古

釜石一ノ関

盛岡

北上

新庄酒田

羽後本荘

山形

気仙沼

仙台石巻
坂町

福島
喜多方

新発田
新潟

長岡
会津若松

郡山

いわき
黒磯越後湯沢

直江津

水戸
宇都宮

渋川大前
豊野
長野篠ノ井

南小谷

小諸

佐久平松本

辰野
横川

小淵沢
奥多摩

甲府
八王子

高崎

大宮
成田

千葉
横浜

熱海

伊東
館山 安房鴨川

銚子

光ケーブル整備状況

(2012年7月1日現在)
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デジタル方式 デジタル方式での無線通信による復信式
（データ伝送機能有）

A・Bタイプ

A：複信式
  　 （送信、受信用の装置をもつ方式）
B：半複信式
   　（複信式と単信式を組み合わせた方式）

Cタイプ 単信式（送受信の切換方式　概ね全線で通話
可能）

部分Cタイプ 単信式（送受信の切換方式　駅部で通話可能）

未整備 未整備

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
 
  

  
  

 
 

 
   
 

 
 

 

 

  

 

  
   

   

 
 
 

   

 

   
 

 

 
 

 
 

 
 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

   
 

 
  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

  

 

  

 

 

 

本
社

通信衛星
仙台・新潟支社

高崎支社

小型・携帯地球局

東京支社

三浦地震
監視所

　列車無線装置は、地上の指令員と走行中の列車の乗務員
が直接通話できる装置です。これにより、正確な運行指示を与
えるとともに、遅延情報、接続情報などの提供を行っています。

列車無線整備の状況

　大規模な災害などで、地上の通信回線が使用不能になった
ときの連絡用や、三浦海岸地震計のバックアップ回線用として、
通信衛星および地球局を使用しています。
　また、衛星通信回線の有効利用として、テレビ会議用にも使
用しています。

災害連絡用衛星通信システム

列車無線設備
(2012年3月31日現在)

導入キロ：新幹線 1，134．7km
　　　　　在来線 5，779．4km
導入線区：62線区（新幹線3線区含む）

移動局
基地局

指令員

衛星用パラボラアンテナ

バス事業
●高速バス
　東京・仙台を中心として、エリア内外を結ぶ広範囲な高速
バスネットワークを構築しています。ゆったりとした車内空間と
充実した装備、リーズナブルな料金がお客さまに評判です。

●一般路線バス
　通勤、通学、買い物の気軽な足、地域に密着した身近な
交通機関として人々の暮らしや生活を支えています。

●貸切バス
　東日本エリアをワイドにネットワーク。快適な車内装備ときめ
細やかなサービスで、お客さまの楽しい旅のプランをお手伝
いします。

(2012年3月31日現在)

(2012年3月31日現在)

モノレール鉄道業

東京モノレールの概要

列車無線

衛星通信用無線

ジェイアールバス関東㈱ ジェイアールバス東北㈱

高速路線
営業キロ 4,760.00km 営業キロ 1,894.93km
車両数 270台 車両数 106台
輸送人員 3,790千人 輸送人員 1,172千人

一般路線
営業キロ 976.17km 営業キロ 644.69km
車両数 122台 車両数 66台
輸送人員 4,515千人 輸送人員 1,191千人

貸　　切
車両数 48台 車両数 62台
輸送人員 285千人 輸送人員 884千人

合　　計
営業キロ 5,736.17km 営業キロ 2,539.62km
車両数 440台 車両数 234台
輸送人員 8,590千人 輸送人員 3,247千人

営業キロ 17.8km(羽田空港第2ビル～浜松町)

最高速度 80km/h

運転時間
普通　24分

 区間快速　21分
 空港快速　19分

列車運転本数
平日534本(うち快速217本)／日

土休日506本(うち快速273本)／日
列車キロ

　平日 9,338.3km／日

土休日 8,885.4km／日

車両キロ
　平日 56,029.8km／日

土休日 53,312.4km／日

輸
送
力

ピーク
(1時間片道)

　平日 10,512人

土休日 8,760人

終日
　平日 311,856人

土休日 295,504人

列車無線整備状況 (2012年3月31日現在)
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